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0101 前回タウンミーティングについて

1. 関連施設の概要 ✔��尼崎市⽴北図書館
✔��尼崎市⽴⼥性・勤労婦⼈センター
✔��⼤井⼾公園
✔��周辺歩道

2. 整備等の⽅向性 ✔��全体の整備⽅針概要
✔��まちづくりのコンセプト
✔��新図書館コンセプト
✔��整備等の⼿法について
✔��「Output(施設・サービス)」と「Outcome(成果・価値)」
✔��まちづくりビジョンの共有

3. グループトーク

 ⇒ 施設の特徴
   現在の利⽤状況
   課題  ���など

詳細はこちらから
前回説明資料 ↓

‐1 説明内容の概要

 ⇒ 整備⽅針概要
   施設コンセプト
   まちづくりビジョン
       ���������など

 ⇒ ①�今のまちや対象施設のいいところ、改善すべきところは？
   ②�どんなまちになってほしい？
   ③�施設が新しくなって、⾃分の普段の⽣活にどんな変化が起こると楽しい？
   ④�その他、基本的な⽅向性に係る市の説明を聞いた感想など2
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1.事業概要
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⼤井⼾公園での北図書館と⼥性・勤労婦⼈センターの貸館機能を複合化した新図
書館の整備や、同公園のリニューアル、⼦育て世帯にやさしい周辺歩道の形成、
新たな男⼥共同参画社会づくり等の拠点の整備などを⼀体的に進め、ファミリー
世帯の定住・転⼊促進に寄与するような地域の賑わいを創出する。

本事業は、図書館・貸館・都市公園といった施設⽤途や、阪急武庫之荘駅の近隣
という⽴地特性から、⺠間事業者のノウハウの発揮や創意⼯夫による効率的・効
果的な実施の余地が⼤きいと考えられるため、ＰＰＰ/ＰＦＩ⼿法の導⼊を前提と
して進める。

0101 前回タウンミーティングについて
‐2 整備等の⽅向性のおさらい
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0101
2.新図書館コンセプト
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前回タウンミーティングについて
‐2 整備等の⽅向性のおさらい
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前回タウンミーティングについて
‐3 開催結果の概要

1.参加者数 2.いただいた意⾒の分類別件数

3.当⽇の会場の様⼦Tow
n m

eeting 詳細はこちらから
タウンミーティング意⾒集約 →

タウンミーティングアンケート結果 →

AMAGASAKI CITY
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前回タウンミーティングについて
‐4 いただいた主な意⾒

まちづくりの⽅向性について

新図書館の⽅向性について

トレピエの⽅向性について

⼤井⼾公園・周辺歩道の⽅向性について

幅広い年代の⼈が集い、⽇常的に世代を超えた交流
ができるようなまちとなるよう求める意⾒

⼦育て世帯にやさしいまちとなるよう求める意⾒

緑の多い住環境を残すよう求める意⾒

⼦ども・⼦育て世帯が使いやすく、多世代交流がで
きる施設とすることを求める意⾒

カフェなどの誰でも気軽に利⽤・滞在できるスペー
スの設置や居⼼地のいい閲覧環境を求める意⾒

児童書をはじめとした蔵書の維持・充実を望む意⾒

システム改善、ICT対応、Wi-Fi環境の整備、⾃習環
境の改善など、施設の使い勝⼿や機能、設備の充実
を望む意⾒

東屋や芝⽣広場などの休憩・交流スペース、新図書
館との⾃由な⾏き来ができる空間を求める意⾒

樹⽊やバラ園など園内のみどり豊かな環境の維持に
対する意⾒

段差の解消や、歩道幅員の⾒直しなどについての意
⾒

⾃転⾞専⽤通⾏帯の設置を求める意⾒
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新トレピエの場所、整備内容や使⽤料の減免がどう
なるか不安であるとの意⾒

貸館機能を男⼥共同参画に係る機能と同⼀施設に整
備することを求める意⾒

これまでの活動が継続できるような施設整備を求め
る意⾒

AMAGASAKI CITY
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⼦ども・
⼦育て

前回TM時

TMでいただいた意⾒
(まちづくりに関するキーワード)

みどり
ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等

防災・安全

多世代交流

市⺠参画

住みやすさ
思いやり・
尼崎らしさ
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前回タウンミーティングについて
‐5 まちづくりビジョンの更新
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⽇常に期待を持って暮らすまち
∼世代を超えて引き継がれる期待∼

⽇常をワクワクと安⼼で彩るまち
∼世代を超えて住み継がれる期待溢れる暮らし∼

✔�地域の⽅々にとって魅⼒的な多世代交流の拠点や⽣活の中での居場所を創出
✔�新施設と既存の機能とをつなぐことで、⽇々の暮らしを魅⼒的に
✔�⽇常⽣活に新しい発⾒や活動の広がり、学びがあるという期待が溢れるまちへ
✔�「働く」も「⼦育て」も応援するサービスの提供と環境づくり
✔�防災機能の強化と世代を超えたコミュニティの醸成により災害に強いまちへ

更新版まちづくりビジョン

AMAGASAKI CITY



0202
新図書館整備想定範囲

新トレピエ整備場所
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新施設の具体的な⽅向性
‐1 新図書館及び新トレピエの整備場所について
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⼤井⼾公園

駅からのアクセス

みどりの保全を求めるタウンミーティングでの意⾒

⼟地造成等の費⽤

新トレピエとの連携

以下を踏まえ、尼崎WOODYの跡地を基本として、事業者提
案次第で⼀部現在のバラ園部分も利⽤する

前回タウンミーティングや現施設の利⽤団体へのヒアリ
ングを踏まえ、他の周辺市有地（⽼⼈福祉C福喜園な
ど）への移転は選択肢から除く。

これまでトレピエで⾏われていた活動の継続と発展のた
め、貸館機能を有する新図書館と新トレピエ機能を近接
させ、運営⾯での連携により機能向上を図る

以下の観点から、現トレピエ敷地において、男⼥共同参画社
会づくり等を推進する拠点施設を整備する

AMAGASAKI CITY
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新施設の具体的な⽅向性
‐2 ⼤井⼾公園のゾーニングイメージ（案）
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エリア分類 再整備の⽅向性（検討する事項）

新図書館整備エリア
（公園北東部）

✔�新図書館との連続性や将来のイベント利⽤等を
 意識した芝⽣広場などの空間整備
✔�既存のバラ園の再配置などが必要な場合は、
 現在の⾯積を下回らないよう整備

⾼⽊、古墳エリア
（公園南東部）

✔�巨⽊化した樹⽊について、視認性や安全性の
 観点から必要最低限の範囲で整理
✔�緑を感じる憩いの空間として、ベンチやテーブ
 ル等の休憩施設の充実
✔�歴史的な価値を有する古墳の有効活⽤

⾼⽊、起伏エリア
（公園北⻄部）

✔�既存の樹⽊を保全しながら、⾼低差を⽣かして
 整備

⼟の広場、バラ園エリア
（公園南⻄部）

✔�バラ園の景観や⼟の広場としての機能を残し
 つつ、⽼朽化したバラ園の魅⼒向上等を実施

その他

✔�北側歩道沿いのせせらぎについて、⽔景施設の
 改修等、魅⼒的な親⽔空間を創出
✔�公園中⼼部の既存トイレは、誰もが安⼼して使
 えるトイレとしてリニューアル
✔�園路の段差、ひび割れの解消によるバリアフ
 リー化
✔�休憩施設や照明施設の充実、防災機能の強化等
 による魅⼒的な空間の実現を⽬指す



0202

中央図書館

担当する主な役割など

新図書館 中央図書館

重点化する対象者 ⼦ども・⼦育て世代
中⾼⽣などの若年層

調査・研究・学習等
を⽬的とした利⽤者

重点配置する図書資料 児童向け図書資料
10代向け図書資料

専⾨的な図書資料
貴重資料、郷⼟資料

⼦ども読書活動の推進、学校との連
携

学⽣の受け⽫としての役割
学校全体への働きか
けや連携
学校司書の育成

郷⼟・地域史・⾏政資料の管理提
供、⾼度なレファレンスサービス △ 〇

市⽴図書館全体の統括、選書・蔵書
計画、企画⽴案などの事務局機能 ー 〇

新施設の具体的な⽅向性
‐3 新図書館(図書館機能)のサービス計画−市内配置・位置づけ等
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10
配本所等

既存図書館
新図書館

中央図書館との役割分担

新図書館の利⽤圏域想定と配本所を含めたサービス配置

現在の北図書館の利⽤圏域は約1.5㎞であり、現状、概ね市内全域を北図書
館及び各配本所等の利⽤圏域がバランス良くカバー（配本所等の利⽤圏域
を半径1㎞：徒歩15分程度と仮定）

   ⇒市の図書サービスにおける新図書館の位置づけについては、基本的に
    現在の北図書館を踏襲しつつ、配本所等・学校図書館との連携を強化

全市・市外からのアクセスが良好であり、かつ現施設利⽤者の利便確保に
もつながる⽴地

北図書館

新図書館

現北図書館
利⽤圏域

AMAGASAKI CITY



0202 新施設の具体的な⽅向性
‐3 新図書館(図書館機能)のサービス計画−具体的内容①
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基本的運営⽅針 具体的内容 対応する想定諸室
・スペース

Ⅰ
⼦ども・若者が本
に親しみ「⽣きる
⼒」を育む図書館

✔�充実した児童書及び10代向け図書の配架
✔�⼦どもが⾃由に楽しめる環境と、ゆとりある読書空間
✔�⼦育て世代が安⼼してゆったり過ごせる環境

児童閲覧室
ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ
YAコーナー※
カフェ(飲⾷ｽﾍﾟｰｽ)
授乳室
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ・屋外ﾃﾗｽ

✔�読み聞かせなどの親⼦で楽しめる事業や、保護者等向けの読み聞かせ講座の実施
 ⇒いろいろな場所・空間で開催
✔�ボランティア団体との連携強化、担い⼿の発掘・育成、イベント内容の充実

お話し室
ボランティア室
⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ
多⽬的室・ホール

✔�学校との連携強化
✔�⼦どもや中⾼⽣向けのテーマ配架、図書を通じた学びに関する展⺬の実施

展⺬ｽﾍﾟｰｽ
⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ

✔�学習スペースの整備（壁等で完全に区画された専⽤の⾃習室は設けない）
 ⇒公平かつ円滑に利⽤できる仕組みの導⼊

個⼈学習ｽﾍﾟｰｽ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習ｽﾍﾟｰｽ
YAコーナー※

Ⅱ
市⺠や地域に元気
を与える図書館

✔�市⺠が誇れ、訪れたくなる機能的かつ魅⼒的なデザイン
✔�オープンで居⼼地のいいゆとりある閲覧環境
✔�開放的で、誰もが⽴ち寄りたくなるような空間構成
✔�多世代交流の促進

カフェ(飲⾷ｽﾍﾟｰｽ)
新聞・雑誌ｺｰﾅｰ
⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ・屋外ﾃﾗｽ

✔�地域における創作活動などに関する発信の場・機会の提供
✔�⼤⼈のための朗読会や上映会など、学び・交流につながるイベントの実施

展⺬スペース
⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ
多⽬的室・ホール

AMAGASAKI CITY

※YA(ヤングアダルト)コーナー：主に13∼19歳の世代（ヤングアダルト）向けの図書資料を配架するコーナー



0202 新施設の具体的な⽅向性
‐3 新図書館(図書館機能)のサービス計画−具体的内容②

Tow
n m

eeting

12

基本的運営⽅針 具体的内容 対応する想定諸室
・スペース

Ⅲ
歴史・⽂化などま
ちの魅⼒を発信す
る図書館

✔�地域活動団体との協働による多様な講座、展⺬等の実施 多⽬的室・ホール
展⺬ｽﾍﾟｰｽ

✔�郷⼟資料等のデジタル化の推進
 ⇒参考資料の閲覧機能は⼀定中央図書館へ集約

参考室
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ資料閲覧ｺｰﾅｰ

Ⅳ
⽣涯にわたり学習
と交流の機会を提
供する図書館

✔�多様な活動と図書がつながり、学びが深まるような配架
✔�空間にあわせた家具等の設置

多⽬的室・ホール
⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ
書庫
ﾚﾌｧﾚﾝｽｺｰﾅｰ

✔�ICタグ導⼊等による利便性・運営環境の向上を検討
✔�電⼦書籍などのデジタル資料の拡充
✔�Wi-Fi環境の整備

予約本ｺｰﾅｰ
⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ
ﾚﾌｧﾚﾝｽｺｰﾅｰ

✔�資格取得やキャリアアップ、リスキリングの助けとなる配架、講座などの実施
✔�⾃習環境の整備・運⽤

⼀般開架・閲覧ｽﾍﾟｰｽ
個⼈学習ｽﾍﾟｰｽ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習ｽﾍﾟｰｽ

✔�学習成果の発表・共有のための場・機会の提供 多⽬的室・ホール
展⺬ｽﾍﾟｰｽ

✔�バリアフリー、ユニバーサルデザインの環境整備
✔�障がい者サービスの実施

全館
⾝障者室

全般 ✔�快適かつ⼗分な広さの執務環境、バックヤードの整備 事務室・会議室等

AMAGASAKI CITY



0202 新施設の具体的な⽅向性
‐3 新図書館（貸館機能）のサービス計画
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具体的内容 対応する想定諸室
・スペース

✔�多様な地域活動が可能な貸室の整備
 ⇒運動・会議・講座・⾳楽など
✔�尼崎らしい、ものづくりや創作活動のための環境整備
✔�公園との⼀体的活⽤による幅広い活動の実施

多⽬的室・ホール
（必要に応じて⾳楽、
調理など、特定⽤途の
ための設備等を整備）

✔�現在トレピエで⾏われている活動の継続
 ⇒フォーラムやフェスティバルといった⼤きなイベントへの対応など
✔�男⼥共同参画に関する啓発を含めたさまざまな展⺬

多⽬的室
ホール
展⺬スペース

✔�読書や図書を通じた学びに関するイベントの実施
✔�⼦育て⽀援に関する講座などの実施
✔�図書館ボランティアの担い⼿発掘・育成のための講座などの実施

多⽬的室
ホール

AMAGASAKI CITY
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新施設の具体的な⽅向性
‐4 男⼥共同参画社会づくり等の拠点機能のサービス計画①
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第4次男⼥共同参画計画
具体的内容 対応する想定諸室

・スペース基本⽬標 ⽅針

１�ジェンダー平等
 �に向けた男⼥共
 �同参画に関する
 �教育・啓発等の
 �推進

③④地域、事業者に
おける男⼥共同参画
に関する啓発

✔�男⼥共同参画の啓発のための市⺠等によるものも含めた展⺬・広報・
 案内の実施
✔�広く市⺠に開かれた空間の整備

ロビー兼ギャラリー

男⼥共同参画社会づくり、ＤＶ、性の多様性などに関する、本の収集・貸し
出しや情報発信 情報資料室

✔�男⼥共同参画に関する講座等の実施
 ⇒ 講座等の実施時間以外は⼀般貸室として運⽤
✔�男⼥共同参画に関するグループ活動の⽀援・交流の場の提供

講座室・控室
グループ活動室

⑤ジェンダー不平等
の解消に向けた相談
と⽀援

✔�ニーズにあった効果的な相談窓⼝の運⽤
✔�相談者のプライバシー保護や⼼理的・物理的安全性の確保
✔�⼦育ての悩みを共有できる場や性的マイノリティ等の交流の場づくり
✔�配偶者暴⼒相談⽀援センターを中⼼とした多様な関係機関と連携
（例）・�⼥性の悩み相談、性的マイノリティ相談、男性相談
   ・�就労・起業相談

相談室
講座室・控室

２�政策や⽅針決定
 �への⼥性の参画
 �拡⼤

②企業・地域等にお
ける⼥性の活躍、男
⼥共同参画の推進

✔�男⼥共同参画に関するグループ活動の⽀援・交流の場の提供
グループ活動室
ロビー兼ギャラリー

講座室・控室③防災における男⼥
共同参画の推進 ✔�男⼥共同参画の視点からの防災に関する講座や、啓発のための展⺬の実施

AMAGASAKI CITY
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新施設の具体的な⽅向性
‐4 男⼥共同参画社会づくり等の拠点機能のサービス計画②

Tow
n m

eeting

第4次男⼥共同参画計画
具体的内容 対応する想定諸室

・スペース基本⽬標 ⽅針

３�ワークライフバランス
����のための⽀援
(⼥性活躍推進法第６条第２項
に基づく計画を兼ねる)

①⼦育て、介護
等の⽀援の充実 相談や啓発セミナー等の参加者の託児の実施、⾚ちゃんの駅設置

託児室
授乳室

②⼥性の就業・
起業⽀援

✔�就労⽀援講座の実施やハローワーク情報等の掲⺬、就職活動⽤スーツ等
 の提供
✔�「働く」と「⼦育て」を両⽴するなど、多様な働き⽅を⽀援する就業
 等⽀援スペースの提供

講座室・控室
就業等⽀援ｽﾍﾟｰｽ

４�⽣涯にわたる健康対策

①妊娠、出産期
における⺟⼦保
健等の⽀援

✔�「性と⽣殖に関する健康と権利(リプロダクティブ・ヘルス／ライツ)」
 などの視点に基づく主体的な⾏動を促す講座や啓発のための展⺬の実施

✔�誰もが健やかに暮らすための健康の保持・増進に関する啓発のための展
 ⺬の実施

ロビー兼ギャラリー
講座室・控室

②⽣涯にわたる
健康の保持・増
進への⽀援

全般 上記を含めた施設運営、男⼥共同参画等に係る施策の推進、事業実施のた
めの事務

事務室等
倉庫・収納等

AMAGASAKI CITY
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有識者による講演

「みんなの図書館・みんなの公園」

AMAGASAKI CITY

テーマ



17

Tow
n m

eeting

1968 �富⼭県⾼岡市⽣まれ

1991 �京都⼤学⼯学部建築学科卒業

1998 �東京⼤学⼤学院⼯学系研究科建築学専攻博⼠課程単位取得後退学

1998- 東京⼤学⽣産技術研究所助⼿

2002 �ティーハウス建築設計事務所を設⽴

2003- 東北⼯業⼤学⼯学部建築学科講師

2009- 神⼾⼤学⼤学院⼯学研究科建築学専攻准教授

2023- 神⼾⼤学⼤学院⼯学研究科建築学専攻教授

略歴：

 建築家として数多くの店舗や住宅の設計を⼿がけ、東⽇本⼤震災以降は、甚⼤な被害を受けたまちに対
して、建築の視点からできることを模索しながら⽀援活動を継続。『「失われた街」模型復元プロジェク
ト』には、全国各地から多数の建築家や学⽣ボランティアが参加。
 2009年⽇本建築学会教育賞（教育貢献）共同受賞。2014年東⽇本⼤震災復興⽀援「失われた街」
模型復元プロジェクトが第40回放送⽂化基⾦賞受賞（NHK盛岡放送局と共同受賞）。2015年⽇本建
築学会賞（業績）共同受賞。近作に「南町⽥グランベリーパーク・鶴間公園ランドスケープ」
(2018 )、「Book �Fa rm �神⼾市⽴北神図書館」(2019 )、「東遊園地URBAN�P ICN IC」(2023 )などが
ある。

槻橋 修

講師の紹介

神⼾⼤学⼤学院⼯学研究科建築学専攻教授
ティーハウス建築設計事務所主宰
神⼾⼤学減災デザインセンター��センター⻑

⽒

AMAGASAKI CITY
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グループトークについて
‐1 グループトークのルール
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ここからは、グループに分かれて意⾒交換していただきます。

グループトークをスムーズに進⾏するために参加者が
�守るべきルール（グランドルール）を設定します。

✔ 今回のテーマに沿った話をしましょう
✔ ⼀⼈で話しすぎないようにしましょう
✔ できるだけ積極的に参加しましょう
✔ 他の参加者の話を聞きましょう
✔ 他の参加者の意⾒を否定しないようにしましょう

AMAGASAKI CITY
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グループトークについて
‐2 タウンミーティングの段階的な進め⽅
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AMAGASAKI CITY

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

まちの将来像
施設を使った
活動のイメージ

新施設の整備などによって
どんなまちになってほしいか

どんなことができる
施設になったらいいか

施設の
具体的な構成
どんな部屋・エリアが

どれくらいあったらいいか

設計概要
デザインや部屋の配置
公園の改修方法は

どのようにしたらいいか

事業の進捗にあわせたタウンミーティングの段階的な実施イメージ

前回TM
(R6.8開催)

今回TM
(R7.3開催)

次回TM
(R7.10ごろ開催予定)

次々回TM
(未定)

まちづくり
ビジョンの更新

基本計画（素案）
の策定

利用団体等へのヒアリングなど

サウンディング調査など

設計等の
事業者選定

基本計画の成案化など
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グループトークについて
‐3 グループトークのテーマ
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✔ 講演を聞いて、今回のまちづくりにいかしていきたいと感じたこと

✔ まちづくりビジョンについて

✔ 各施設の⽅向性について

  完成後の使い⽅をイメージしてみましょう
 ・�新図書館でできたらいいと思うこと
 ・�新トレピエでできたらいいと思うこと
 ・�⼤井⼾公園でできたらいいと思うこと
 ・�これらの連携した使い⽅など

AMAGASAKI CITY
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グループトークについて
‐4 グループトークスタート
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各グループで、⾃⼰紹介をしましょう。
�1⼈ずつ順番に、

✔ お名前
✔ お住まいの地域
✔ 本⽇参加した⽬的

を⾔っていってもらい、終わったら、
そのままテーマに沿ったグループトークを開始してください。

AMAGASAKI CITY
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グループトークについて
‐5 意⾒共有
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各グループで出た意⾒を、
全員で共有するために紹介しあいましょう。

AMAGASAKI CITY
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